
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：平成 31年４月１日  

   学校名：県立横浜緑園高等学校  

平成 30年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
３年間の目標 

（平成 29年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月 13日実施） 

総合評価（ ３月 29 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能

力を向上させる

教育課程編成と

大学進学等の進

路希望を実現さ

せる学習指導及

び授業改善に組

織的に取り組む

。 

②学校行事や生徒

会活動等を充実

させ、生徒の主

体的な活動の促

進や自己肯定感

・連帯感の涵養

を図る。また、

自己の個性を生

かしつつ、他者

を尊重し、協働

する態度を育て

る。 

①生徒の資質・能
力の向上や進路
希望を実現させ
るための適切な
教育課程の編
成、生徒の学力
向上を促す効率
的な学習指導の
工夫について、
計画的・組織的
な授業改善に取
り組む。 

 
②学校行事や生徒
会活動等を充実
させ、生徒の主
体的な活動の促
進や自己肯定
感・連帯感の涵
養を図る。ま
た、自己の個性
を生かしつつ、
他者を尊重し、
協働する態度を
育てる。 

①１）単位制普通科の教育課程に
ついて、生徒の実態や進路希望
調査の結果をふまえて、教科、
関係グループ及び年次間の連携
を密にしながら、より適切な編
成及び運用を工夫する。 

①２）学習指導について、計画的
な補習・講習等を通して、基
礎・基本の定着を図るととも
に、発展的な学習の機会をより
多く提供する。 

①３）生徒の学力向上を促す学習
指導の工夫について、教科の枠
を越えた小グループで、生徒の
変化に着目しながら、ＰＤＣＡ
サイクルをふまえて研究する。
また、その成果を学校全体で共
有する。 

 
②生徒会役員や各種委員会との連
携を密にし、生徒の企画や意見
を諸行事に反映できるように心
がける。また、行事運営に際し
て主体的に活動していく中で他
者を尊重する態度や協働する姿
勢を醸成していく。 

①１）生徒の進路希望の実
現につながる、教育課程
の編成及び運用ができた
か。 

 
 
①２）補習・講習等を含
め、発展的な学習の機会
を昨年度以上に提供する
ことができたか。（補
習・講習の開講数・受講
生徒数） 

①３）学校全体で組織的な
授業改善に取り組むこと
ができたか。（研究授
業・協議の開催数） 

 
 
 
②１)生徒会役員との定期
的な連絡・調整会議の開
催や生徒による自主的・
積極的な行事への参加が
なされたか。 

②２）各種行事後のアンケ 
－ト実施を通して充実感
が得られたか。 

①１）３度にわたる選択
科目希望調査をもと
に、適切な選択科目の
配置を決定。 

①２）夏季特別講座とし
て 14 講座を実施、 
延べ 140 名が参加(昨 
年度は 15講座・130 
名)。加えて日常的に次
の補習・講習等を実
施。 
・大学受験用講習(世界
史・日本史・英語等) 

・定期テスト対策講座 
・資格取得に係る講習

(電卓、英語検定等) 
①３）「学力向上を促す 

学習指導の工夫 ～生
徒の変化に着目して
～」をテーマに４月～
11 月にグループごとに
研究授業（協議を含
む）を２回以上、12 月
の全体研修会を実施し
成果を共有した。 

 
②１)生徒会役員との定期
的な連絡・調整会議の
開催や生徒による自主
的・積極的な行事への
参加がなされたか。 

②２）各種行事後のアン 
ケート実施を通して充
実感が得られた。 

 
 

①１）生徒の進路意識
を十分に把握する方
法や、教職員定数と
開講可能な選択科目
講座数とのバランス
が課題。管理職やキ
ャリア支援グループ
等との事前調整が必
要。 

①２）日常の補習・講
習等が事務処理、会
議等により、生徒の
希望に十分対応でき
ないことが課題。事
務処理の効率化や会
議の縮減が必要。 

 
①３）授業見学や協議
等を踏まえた教材研
究等がより一層効率
的にできるように、
時間の確保、情報の
共有など学校全体で
組織的に取り組める
ような意識改革や環
境整備が必要。 

 
②１)生徒会役員と校
長とのランチミーテ
ィングが好評だった
ので、来年度も実施
し、生徒の自主性を
育てたい。 

 

・夏季講座に理数系
だ け で は な く 日本
史、世界史等が補習
の科目に取り入れら
れているのが非常に
良い。 
・学力向上を促す指
導の工夫、生徒主体
の授業作りが今の教
育に求められている
中、緑園高校の方針
はその状況に非常に
フィットしている。 
 

・総合学科か
ら普通科に移
行して、教育
課程において
総合学科と違
う特色を出さ
なくてはなら
ない。 
・今年度は夏
季講座の充実
が図れた。時
間が合わない
生徒のために
夏季講座以外
にも補習の時
間を設定し、
より多くの学
習機会を設定
できた。 

・普通科に移行
して学校設定科
目が少なくなっ
たが、福祉科目
の「手話」は残
してあり、学校
説明会の手話通
訳をするなど、
本校の特色とし
ていく。 
・大学入試一般
受検を増やすた
め、高大接続改
革に伴う大学入
試を見越した科
目編成を行う。 

２ 生徒指導 
・支援 

①規範意識を涵養

し、規律ある

態度を育成す

る。 

②生徒一人ひとり

の個に応じた支

援体制の充実を

図る。 

③部活動の活性化

を図り、生徒の

充実感や達成感

による、自己肯

定感・責任感・

協調性の涵養を

図る。 

 

①地域や学校な
ど、集団の中で
責任ある行動が
取れるようにす
る。 

②相談窓口など、
教育相談体制を
周知するととも
に、外部資源を
積極的に活用し
た対応をすすめ
る。 

②部活動の活性化
を図り、生徒の
充実感や達成感
による、自己肯
定感・責任感・
協調性の涵養を
図る。 

①全校集会や LHR等を活用した啓 
発活動及び各ケースに対応した
指導を展開する。 

 
②全校集会・年次集会等での説明
周知とともに、掲示物などを積
極的に活用する。 

 
③ 部活動オリエンテーションや

部活動紹介、体験入部などの
プログラムを通して、入部し
やすい環境を設定する。 

また、顧問会議等を通じて２年
次以上の生徒には部活動継続を
促すように働きかける。 

①指導における振り返り内
容や、日常生活の様子で
規範意識が向上したか。 

 
②面談指導やアンケートの
実施により、生徒意識は
変化したか。また、実施
ケースの他機関への接続
や指導内容が向上した
か。 

 
③入部率を上げることがで
きたか。2 年次以上の生
徒の部活動定着率を維持
することができたか。 

① １年を通してHR・集会
の中で、ルールやマナ
ーに対する注意喚起す
ることができた。集団
生活の中で個々が責任
ある行動をとることが
できた。 

② コア・拡大ケース会議
を年間通して実施し、
職員の共通理解を得る
ことができた。 

③ 入部率を上げることは
できず、目標達成とは
ならなかった。また、
2 年次以上の生徒の部
活定着率の維持も目標
達成とはならなかっ
た。 

① 登下校における通
学マナーや、個人
個人の規範意識を
更に高めていく必
要がある。 

② 増え続けている心
の病に対する教育
相談体制の更なる
充実が課題とされ
る。 

 
③ 次年度は全年次が

普 通科 とな るの
で、加入率や定着
率を上げる新たな
試みを行いたい。 

・文化祭等の行事に
おいて生徒が様々な
企画を出せることが
社会に出てからのリ
ーダーシップにつな
がることなので非常
に良い。 
・部活動の活性化と
いう観点では吹奏楽
部、電卓大会の活躍
を見ても非常に効果
が出ている。 
・全年次授業の空き
時間が無くなること
から外出する生徒は
いなくなることで生
徒指導はしやすくな
るだろう。 

・生活支援Ｇ
の設定した目
標は、集会や
LHRの場で指導
事案があれば
啓蒙を促す等
の 活 動 の 結
果、個々の生
徒のマナーや
意識の改善が
見られた。 
・スクールカ
ウンセラーに
よる教育相談
件数は 95 件で
心のケアが必
要な生徒が増
え て い る 状
況。 

・スクールカウ
ンセラーやスク
ール・ソーシャ
ルワーカー等教
育相談や県の機
関 に 繋 げ る な
ど、第 3 者を交
えることで生徒
の心を開かせる
とともに、生活
支援グループを
中心に支援を行
う。 



 

３ 進路指導 
・支援 

進路への自覚を 

深め、社会的に 

自立することを 

めざし、生徒一 

人ひとりの可能 

性を高め、広げ 

る進路指導を展 

開する。 

①最後の総合学科
生の進路支援を
しっかりと行う
とともに、単位
制普通科の進路
支援体制を確立
していく。 

②自己啓発活動の
定着を図る。 

①総合学科連携講座の紹介と参加
を促し、学校外の学びの支援体
制を継続する。 

①新しい入試の情報を幅広く入手
し、常に対応を検討していく。
また、実力テストを活用して、
進学意識を高めていく。 

 
②自己啓発活動については、多角
的な広報活動を通して、生徒の
参加を増やしていく。 

 

①総合学科連携講座につい
て丁寧なガイダンスと履
修指導の体制が取れた
か。 

①進路・キャリア支援グル
ープの中で情報を共有し、
全体に発信できたか。希望
者対象の模擬試験の受験者
が増えたか。 
②自己啓発活動への取り組
み状況が向上したか。 

①総合学科夏季連携講座
は 23 名の受講者があり、
３年次の中には進路活動
に成果をもたらしたケー
スが複数あった。 
①本校から多く進学する
大学の入試説明会や関連
する講演会等に参加し、
情報収集に努めた。ま
た、実力テストの活用に
ついては、今後データを
蓄積し、分析していく必
要がある。 
③自己啓発活動について
は、継続して推進してき
たが、取り組み状況に偏
りがあった。 

①夏季連携講座による
進路活動への成果な
どを参考に、本校の
実情に合った方策を
見出していく必要性
がある。 

①新しい入試に情報収
集は一定程度できた
が、全体への発信に
ついては、十分にで
きなかった。 

 
 
③自己啓発活動の取り
組み状況は、横ばいで
ある。さらに前向きに
取り組むような指導を
重ねて充実した活動に
つなげていきたい。 
 

・単位制普通科にな
り、夏季連携講座は
無 く な っ て し まう
が、仕事の学び場に
は継続して参加して
いただきたい。 

・夏季連携講
座による進路
活動への成果
な ど を 参 考
に、本校の実
情に合った方
策を見出して
いく必要性が
ある。 

・本校から多く
進学する大学の
入試説明会や関
連する講演会等
に参加し、情報
収集に努める。 
・実力テストの
活 用 に つ い て
は、今後データ
を蓄積し、分析
していく。 

４ 地域等と
の協働 

地域の教育力を活

用した教育活動を

推進する。 

また、本校の教育

活動を積極的に発

信し、また地域へ 

貢献する活動を行

う。 

①地域の教育を 

活用した教育 

活動を推進す 

る。 

②本校の魅力や 

特色、教育活 

動を積極的に 

発信すること 

によって、地 

域に信頼され 

る学校づくり 

を実行する。 

①校外ボランティア活動や各地域 
の自治体の要請に応える中で、 
地域との連携を図り、生徒の行 
事参画意識を醸成していく。 

②１）学校説明会で本校の単位制
普通科と特徴について、生徒ス
タッフの活躍の場を設定し、中
学生やその保護者、地域に向け
て発信する。 

②２）ホームページによって、本
校の教育活動を円滑に発信でき
るよう校内環境を整備してい
く。 

 

①地域連携や地域との協 
働を通じて自己肯定感や 
達成感を得ることができ 
たか。アンケートや報告 
書などを通じて充実感が 
得られたか把握する。 

②１）学校説明会で本校の
特色を効果的に伝える
ことができたか。（ア
ンケート） 

②２）ホームページの円滑
な更新に向け、校内環
境の整備ができたか。 

 （ホームページの更新月
3～4回以上） 

 

① 泉区や緑園地域、中川
地区をはじめとし多く
の地域や団体からの依
頼に応じ、多くの生徒
が参加してくれた。参
加した生徒たちはみな
生き生きと活動してい
た。 

 
②１）生徒スタッフを中
心とした説明や案内な
どが好評であり、本校
の特徴の１つとしても
捉えていただいてい
る。 

②２）業務アシスタント
との連携を図り、平均
週１～２回程度の円滑
な更新が行われた。CMS
については来年度４月
開設に向け、準備中で
ある。 

①年間スケジュールで
実施時期や内容が把
握できている行事に
はスムーズに参画で
きたが、急な依頼に
も対応できるような
工夫をしていきた
い。 

 
②１）生徒スタッフを
中心とした説明、案
内は生徒活動の場と
しても今後も指導し
ていきたい。②２）
CMS の立ち上げ、更
新とともに、学校行
事・部活動などの情
報を円滑に更新して
いくしくみづくりが
求められる。 

・緑園地区において
ダンス部のイベント
参加や共同清掃活動
に関して非常に感謝
している。今後は各
イベントの計画段階
からぜひ参加してい
ただきたい。 
・泉区イルミネーシ
ョンではボランティ
アの成果が見えた。 
・多くの学校が定員
割 れ と い う 状 況の
中、緑園高校が定員
を満たせたのは学校
説明会等での生徒ス
タッフの活躍が非常
に良い影響を及ぼし
ている。 

・校内ボラン
テ ィ ア 活 動
（ GA）は非常
に多くの生徒
が 集 ま り 、
PTA、教員が共
同作業を行い
協 力 し て 行
い、校外ボラ
ンティア（万
騎が原のお祭
り、泉区イル
ミ ネ ー シ ョ
ン、緑園地区
清掃）も地域
と協同して行
うことができ
た。 
・中学生向け
広報活動の充
実が課題であ
る。 

・ホームページ
の更新を円滑に
し、校内、校外
の充実したボラ
ン テ ィ ア 活 動
や、文化祭等行
事、部活動の様
子などを地域や
中学生に発信し
ていく。 
・中学校訪問を
組織的に取り組
む。 

５ 学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学

校環境や学習環

境の整備を進め

る。 

②すべての職員が 

教育環境の変

化に迅速に、

また、グルー

プ・年次の枠

を越えて、チ

ーム一丸とな

って課題に対

応する学校文

化 を 形 成 す

る。 

③事故・不祥事の 

防 止 を 徹 底

し、地域から

信頼される学

校づくりに努

める。 

 

①１）普通科への
移行を受けて、
教室の改編と整
備を進める。 

①２）災害発生時
の初動体制の構
築を進め、地域
との連携の在り
方について検討
していく。 

①３）防災訓練の
充実と災害時の
対応のための準
備の確立を図
る。 

③私費会計の標準
化を図り、事故
防止に努める。 

①１）自習室の有効利用、福祉室
の改編などを進め、同時に教室
内の机椅子の入れ替えを計画的
に行う。 

 
①２）初動マニュアルの作成に向
けて、具体的な検討を進める。 

 また、地域との連携を図る。 
 
①３）避難訓練の内容の充実、防
災カードの作成方法の再検討、
ＤＩＧ（図上訓練）の拡大など
より多くの機会をつくる。 

 
③私費会計に関する書式の標準化 
を図り会計処理の研修を行う。 

 

①１）自習室の利用方法の
確立、福祉室の有効転
用、南棟の机・椅子の入
れ替えが十分なされた
か。 

①２）初動マニュアルの作
成準備が達成されたか。 

 
 
①３）帰宅班編成時に防災 
カードの作成と活用がで 
きる訓練体制が確立され 
たか。また、ＤＩＧの参 
加人数を増やすことがで 
きるか。 

③私費会計に関する書式の 
標準化が図れたか。 

①１）第 2期の再編計画に
基づく、三ツ境養護分教
室移転に伴い、再検討が
必要となる。 
①２）泉区防災担当との
協議を進め、防災協定の
締結と初動マニュアルを
作成した。 
 
①３）帰宅班編成時に新
しい防災カードの作成を
行った。年 2回の訓練体制
の確立に努めた。ＤＩＧ
への参加者が 2 クラス 40
名を超えた。 
③私費会計の書式統一に
ついて、業務アシスタン
トに一括作成を依頼し、
ミスを減らすことに努め
た。このことで、書式の
標準化が達成され、私費
監査がわかりやすくなっ
た。 
また、会計担当者連絡会
議を設立し、指示連絡の
徹底を図った。 

①１）南棟の机・椅子
の入れ替えを実施した
が、十分とは言えな
い。 
①２）初動マニュアル
の提出は、次年度 7 月
となっているので、よ
り整理を進めたい。 
 
①３）訓練の実施時期
を 7 月から 9 月に戻す
ことで効果的な訓練に
つなげたい。 
 
 
 
③私費と県費の仕分け
について、監査で指摘
を受けた。私費の一部
を県費に移行したこと
で、予算執行の変更が
余儀なくされた。 
今後は、予算作成時に
徹底した確認が必要と
考える。 

・防災について避難
所の設定というより
は日頃の防災につい
てどのような考えを
持つかを訓練するこ
と が 大 事 で は ない
か。災害が起こって
しまったときにどう
動けばよいのか。自
分の命は自分で守れ
るようにするべきで
はないのか。その手
段として地域と連動
して本校の防災訓練
を地域の様々な方に
見てもらうなどの方
法はどうか。 

・泉区役所と
「大規模地震
等の災害にお
ける避難施設
等の提供協力
に関する協定
細則」を締結
し、近隣の小
中学校の補充
的避難所とし
て本校の利用
について泉区
と連携した。 
・本校の会計
処理に関し会
計担当者連絡
協 議 会 を 設
置、私費会計
に関する書式
の標準化が図
れた。 
・三ツ境養護
学校分教室移
転に伴い、施
設設備の再検
討が必要とな
る。 

・本校の防災訓
練を地域の様々
な方に見てもら
うなど地域と連
携を推進する。 
・再編・分教室
ワーキンググル
ープにより三ツ
境養護学校分教
室移転に伴い、
施設設備の再検
討をする。 


